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論文内容の要旨

電子陽電子衝突実験(トリスタン実験)で得られたデータをプロンプト・レプトン同定法を用いて解析し，チャー

ムおよびビューテイ・クオーク対生成反応における前後方非対称度の測定を行った。 VENUS 測定器は1991 年より遷

移放射検出器およびヴァーテックス検出器を新たに導入し，より質の高い電子同定を行うことが出来るようになっ

た。今回この質の高い全デーク(電子， ミュー粒子同定それぞれ積算ルミノシティ 262.4 pb- 1, 226.7 pb- 1 分)を解析

した。

チャームおよびビューティ・クオークの崩壊より生じたレプトン(プロンプト・レプトン)の同定において重要な

点は，クオーク対生成反応によって生ずる多数のハドロンをプロンプト・レプトンから如何に除去できるかである。

電子同定では，光子により対生成された電子陽電子対の除去も重要となる。

電子陽電子対の除去能力は従来モンテカルロ法によってのみ評価されていたが，本論文では新たにヴァーテックス

検出器の情報を用いた除去法を導入し，実験データを用いて除去能力の評価を行った。これにより前後方非対称度測

定における系統誤差を軽減する事が出来た。

またミュー粒子同定では，ミューオン検出器の情報だけを使って 5 吸収長以上もの厚い物質を通過してきた粒子の

飛跡を構成し，さらにこの飛跡と中央飛跡検出器で構成された飛跡の一致を調べることで π → μ 崩壊等の疑似信号除

去能力を改善することができた。この同定法の改良により，ハドロン疑似信号を約 4 分の 1 に軽減し，疑似信号の多

いジェット中心付近(クオーク軸からの横運動量 Pt<0.8 GeV /c の領域)での前後方非対称度測定を可能とした。こ

の領域でのミュー粒子同定を用いた前後方非対称度の測定は VENUS 検出器では初めてである。

これらのプロンプト・レプトン同定の結果，電子2129個， ミュー粒子1411個を得た。これらプロンプト・レプトンの

運動量および横運動量分布よりチャームおよびビューティ・クオーク対生成反応の断面積として

σb 二 45.3 :::t 3.2 (統計誤差) :::t3. 8 (系統誤差) pb 

σb 二 19.3 士1. 1 (統計誤差) :::tO. 8 (系統誤差) pb 

を得た。標準理論の予想値 (σc 二 45.5， σb 二 16.8) は良く実験結果と一致している。



また 2 つの横運動量領域でのスラスト軸の角度分布から，チャームおよびビューテイ・クオークの前後方非対称度

として

Ac 二一 0.47::!:O.07 (統計誤差) ::!: 0.03 (系統誤差)

Ab= -0.38士 0.10 (統計誤差) ::!:O.01 (系統誤差)

を得た。ビューティ・クオークの前後方非対称度は Bo-Bo 中間子の混合の影響を受けるため混合率 (x 二 0.129) を考

慮、すると，標準理論の予想値は Ac= -0.47 , Ab 二一 0.43 となり，実験結果と良く一致している。今回の電子およびミ

ュー粒子同定法を使つての前後方非対称度測定によりチャーム・クオークの前後方非対称度は電子陽電子衝突の重心

系エネルギーが58 GeV での最良値を得ることが出来た。

論文審査の結果の要旨
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